
そこには、ほがらかな笑顔があります。

華やぎがあって、穏やかな時間が流れています。

人を惹きつける何かと、もてなしの極意があるものです。

　
人
が
集
ま
る
家
と
は
、居
心
地
の
よ
い
家
で
す
。

新
築
で
も
築
年
数
を
重
ね
て
い
て
も
、ゲ
ス
ト
ル
ー

ム
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、人
数
分
の
食
器
が

そ
ろ
っ
て
い
て
も
い
な
く
て
も
、心
地
よ
さ
に
引
き

寄
せ
ら
れ
て
人
は
集
ま
り
ま
す
。で
は
、心
地
よ
さ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。エ
レ
メ
ン
ト
は「
空
間
」

「
時
間
」「
人
間
」の
三
つ
。そ
れ
ぞ
れ
の「
間
」が

絶
妙
に
影
響
し
あ
っ
て
、居
心
地
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。だ
か
ら
、常
に
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、い
つ
訪
れ
て
も
心
地
よ
い
家
は
確
か
に
存
在

し
ま
す
。そ
こ
に
は
、上
手
な「
間
」の
取
り
か
た
と

も
て
な
し
の
極
意
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、空
間
。広
す
ぎ
て
も
狭
す
ぎ
て
も
い
け

ま
せ
ん
。快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
に
は
、ほ
ど
よ
い

密
度
が
あ
り
ま
す
。自
由
に
動
け
る
け
れ
ど
、人

と
人
と
の
距
離
が
遠
す
ぎ
な
い
。そ
れ
く
ら
い
の

「
間
」に
人
は
安
ら
ぎ
を
感
じ
ま
す
。自
然
災
害
が

続
く
と
き
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
つ
つ
、仕
切
り

の
ゆ
る
い
オ
ー
プ
ン
な
家
が
好
ま
れ
る
の
も
同
じ

理
由
で
し
ょ
う
。次
に
、時
間
。慌
た
だ
し
す
ぎ
る

の
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。間
延
び
し
す
ぎ
て
も
落
ち

着
き
ま
せ
ん
。わ
ー
っ
と
盛
り
上
が
る
時
間
と

ぼ
ー
っ
と
す
る
時
間
と
い
う
よ
う
に
緩
急
が
あ
る

と
、ち
ょ
う
ど
い
い「
間
」が
刻
め
ま
す
。

　
最
後
に
、人
間
。心
地
よ
さ
に
占
め
る
割
合
の

最
も
高
い
エ
レ
メ
ン
ト
で
す
。空
間
と
時
間
の
難
点

を
カ
バ
ー
で
き
る
力
が
あ
り
ま
す
。広
す
ぎ
る
リ
ビ

ン
グ
に
花
を
飾
っ
て
み
る
。ゲ
ス
ト
が
多
く
て
手
狭

に
な
る
な
ら
、別
の
部
屋
を
開
放
し
て
み
る
。キ
ッ

チ
ン
に
立
つ
時
間
を
減
ら
し
て
、ゆ
っ
く
り
と
し
た

テ
ン
ポ
の
音
楽
を
流
せ
ば
、誰
も
が
く
つ
ろ
げ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。靴
や
コ
ー
ト
の
置
き
場
、洗
面

所
と
ト
イ
レ
を
し
っ
か
り
整
え
て
お
く
と
、お
客

さ
ま
も
安
心
で
き
る
で
し
ょ
う
。も
て
な
し
に
気
負

い
は
不
要
。で
も
、相
手
を
思
い
や
る
心
は
大
切

で
、人
が
集
ま
る
家
に
は
必
ず
あ
る
も
の
で
す
。
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ご主人　この家に引っ越してから、同僚たちが頻繁に

遊びにくるようになりました。

奥さま　私も同じ職場なので、気兼ねしなくていい

から集まりやすいのだと思います。みんなのお目当て

は主人の料理です。わが家の定番おもてなし料理は

特にないけれど、一番よく作ってくれるのはロースト

ビーフかなあ。

ご主人　どうかな。毎回違うメニューを作るようには

しています。季節や集まる目的、人数によっても変わ

りますね。大皿料理にするか、銘々皿に盛りつける

か…それだけで作るものが違ってきますから。

メニューにバリエーションがあると、みんなに喜んで

もらえるし、新しい料理に挑戦できて僕も楽しいです。

奥さま　本当にレパートリーが広くて、メインディッ

シュだけではなく、前菜から順番に出てきます。家に

集まるというと、手料理を持ち寄るポットラックパー

ティーとか、みんなでキッチンに立ってわいわい料理

するとか…そんなイメージですが、うちの場合は、

全く違います。誰もキッチンに立たない。みんな、飲み

ながら主人の料理が出てくるのを待っています。まる

で料理店ですね。実際に「代金を支払うから作って」

という人、お酒を持ってくる人がいるので、ドリンク

持ち込みOKの料理店みたいになっています。

ご主人　僕がキッチン担当で、妻がキッチン補助と

ホール担当みたいな感じですかね。

奥さま　そうだね。同僚たちは、主人が料理すること

を知っていて、「食べてみたい」とずっと言っていま

した。でも、前の家は人を招くには狭すぎて、ごちそう

する機会がなくて。この家は広いから、自然と人が

集まるようになりました。

ご主人　用意するのは料理くらいだけど、よほど居

心地がいいのか、みんな、帰らないよね。

奥さま　夕方より前にやってきて、ごはんを食べて、

夜になっても帰らないねえ。

奥さま　アイランドキッチンはホームパーティーの

象徴という感じですよね。でも、人の集まる家にした

くてキッチンを選んだわけではありません。前の家

のキッチンが狭かったので、大きくしたかっただけ

なのです。

ご主人　そこで提案されたのがアイランドキッチン

でした。調理も配膳もしやすくなっていいですよ。

キッチンカウンターの天板を広くしてもらったから、

作業スペースは確保できるし、大きいお皿を置ける

ようになって便利です。

奥さま　ただ、リビングから丸見えになってしまうの

はちょっと…。キッチンの横にパントリーをつくって、

冷蔵庫や炊飯器、電子レンジ、食料品のストックなど

を収納できるようにしてもらいました。

ご主人　ほかにこだわったのは、シンクの色と天板の

素材。標準は白＆ステンレスですが、グレー＆人工

大理石に変えました。姉が「キッチンは傷の目立ち

にくい色や素材がいい」と言っていたので。

奥さま　キッチンに立つことが圧倒的に多い主人の

身長に合わせて、キッチンカウンターの高さを決め

ました。もともと主人は手料理をふるまうことが好き。

毎日の食事はほとんど作ってもらっているね。

ご主人　いや、朝ごはんは用意してくれるでしょ。

僕が朝は弱くて起きられないから。あと、休日の夜

ごはんは一緒に作ることが多いです。二人で作業する

のに充分なスペースがあっていいよね。妻のすごい

ところは、自分が食べるための料理を作ること。僕は、

自分のために料理はしませんから。

奥さま　主人は料理本を見ることもなく、いろいろな

料理を作ります。あれはすごい。料理本を買うのは

もっぱら私です。でも、自分では作らない…。本を見て

は「これが食べたい」と主人にリクエストしています。

ご主人　それはいくらでも喜んで作るよ。料理するの

は子どものころから好きで、夢は調理師になること

でした。誰かのために作るのは楽しいのです。

ご主人　お客さんに評判がいいのは、玄関ホールと

フリースペースの間に設けたガラスの壁です。奥の

リビングまで見えるでしょう。その開放感がいいと

言われます。

奥さま　階段はシースルー階段だし、フリースペース

は吹き抜けだし、リビングと仕切られていないから、

広々と感じられるのでしょうね。

ご主人　階段下の空間は、収納スペースにする家が

多いと聞きました。うちは、ほかの場所で収納をまか

なえたので、階段下を空けたままにして、このスタ

イルにできたみたいです。

奥さま　フリースペースは、私たちの希望というより

提案されたプランにあったもの。

手料理でおもてなし。

同僚たちの集まる家。

料理が好きだから

アイランドキッチンに。

A: レオンちゃんには留守番させることが多いから、家にいる
ときはスキンシップを大切にしている　B :  いまのところ
フリースペースは書斎。奥さまのアトリエになる日も近い？
C: 吹き抜けとシースルー階段が開放的な空間をつくって
いる。クールな部屋の中で、2階まで続く古材の壁がアクセ
ントとあたたかみに　D :  広々としたアイランドキッチン。
丸見えだからこそ、いつもきれいに使えるという利点も

ご主人　多目的に使えるようにしてもらいました。

造りつけのカウンターテーブルは、いずれ子どもの

学習机にもなるかなと思って。いまはパソコンで事務

作業をするときに使っています。

奥さま　もともと希望していたのは本棚です。カウン

ターテーブルと相まって書斎になりましたね。私が

趣味で描く水彩画のギャラリーにもなっています。

少しずつ描きたして、季節やイベントごとに絵を架け

替えたら、おもてなしにもなるかなあと思っています。

ご主人　家の中はフリースペースとリビング、ダイ

ニング、キッチンが一体となって広々としているけれ

ど、リビングからウッドデッキへとつながるつくりも

開放感があるよね。

奥さま　開放感はあるのに、パーティションで囲まれ

ているから、外の目が気になりません。友だちを招い

て焼肉をしたことも。でも、このあたりは家が密集

しているので、煙が近所迷惑になりそうで…。それ以

来、焼肉は控えているよね。夏、ピクニックのように

ごはんを食べることはありますね。

ご主人　便利なのは、パーティションの内側につくっ

てもらった物置き。リビングから行きやすくて便利

なうえに、家の見た目を損ねなくていいですよ。

奥さま　白い壁のシンプルな家がほしかったので、

すっきりした外観も家の中も気に入っています。

Iさま邸は築2年。引っ越しから半年ほど経って、

フレンチブルドッグのレオンちゃんを迎え、夫婦＋一匹の暮らしを楽しんでいます。

静かな日常に変化をもたらすのは、職場の同僚たち。

いつのまにかIさま邸に集まるようになり、そこはまるで貸切の料理店です。

B C

A
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全く違います。誰もキッチンに立たない。みんな、飲み

ながら主人の料理が出てくるのを待っています。まる

で料理店ですね。実際に「代金を支払うから作って」

という人、お酒を持ってくる人がいるので、ドリンク

持ち込みOKの料理店みたいになっています。

ご主人　僕がキッチン担当で、妻がキッチン補助と

ホール担当みたいな感じですかね。

奥さま　そうだね。同僚たちは、主人が料理すること

を知っていて、「食べてみたい」とずっと言っていま

した。でも、前の家は人を招くには狭すぎて、ごちそう

する機会がなくて。この家は広いから、自然と人が

集まるようになりました。

ご主人　用意するのは料理くらいだけど、よほど居

心地がいいのか、みんな、帰らないよね。

奥さま　夕方より前にやってきて、ごはんを食べて、

夜になっても帰らないねえ。

奥さま　アイランドキッチンはホームパーティーの

象徴という感じですよね。でも、人の集まる家にした

くてキッチンを選んだわけではありません。前の家

のキッチンが狭かったので、大きくしたかっただけ

なのです。

ご主人　そこで提案されたのがアイランドキッチン

でした。調理も配膳もしやすくなっていいですよ。

キッチンカウンターの天板を広くしてもらったから、

作業スペースは確保できるし、大きいお皿を置ける

ようになって便利です。

奥さま　ただ、リビングから丸見えになってしまうの

はちょっと…。キッチンの横にパントリーをつくって、

冷蔵庫や炊飯器、電子レンジ、食料品のストックなど

を収納できるようにしてもらいました。

ご主人　ほかにこだわったのは、シンクの色と天板の

素材。標準は白＆ステンレスですが、グレー＆人工

大理石に変えました。姉が「キッチンは傷の目立ち

にくい色や素材がいい」と言っていたので。

奥さま　キッチンに立つことが圧倒的に多い主人の

身長に合わせて、キッチンカウンターの高さを決め

ました。もともと主人は手料理をふるまうことが好き。

毎日の食事はほとんど作ってもらっているね。

ご主人　いや、朝ごはんは用意してくれるでしょ。

僕が朝は弱くて起きられないから。あと、休日の夜

ごはんは一緒に作ることが多いです。二人で作業する

のに充分なスペースがあっていいよね。妻のすごい

ところは、自分が食べるための料理を作ること。僕は、

自分のために料理はしませんから。

奥さま　主人は料理本を見ることもなく、いろいろな

料理を作ります。あれはすごい。料理本を買うのは

もっぱら私です。でも、自分では作らない…。本を見て

は「これが食べたい」と主人にリクエストしています。

ご主人　それはいくらでも喜んで作るよ。料理するの

は子どものころから好きで、夢は調理師になること

でした。誰かのために作るのは楽しいのです。

ご主人　お客さんに評判がいいのは、玄関ホールと

フリースペースの間に設けたガラスの壁です。奥の

リビングまで見えるでしょう。その開放感がいいと

言われます。

奥さま　階段はシースルー階段だし、フリースペース

は吹き抜けだし、リビングと仕切られていないから、

広々と感じられるのでしょうね。

ご主人　階段下の空間は、収納スペースにする家が

多いと聞きました。うちは、ほかの場所で収納をまか

なえたので、階段下を空けたままにして、このスタ

イルにできたみたいです。

奥さま　フリースペースは、私たちの希望というより

提案されたプランにあったもの。

ビアスの現場から

ご主人　多目的に使えるようにしてもらいました。

造りつけのカウンターテーブルは、いずれ子どもの

学習机にもなるかなと思って。いまはパソコンで事務

作業をするときに使っています。

奥さま　もともと希望していたのは本棚です。カウン

ターテーブルと相まって書斎になりましたね。私が

趣味で描く水彩画のギャラリーにもなっています。

少しずつ描きたして、季節やイベントごとに絵を架け

替えたら、おもてなしにもなるかなあと思っています。

ご主人　家の中はフリースペースとリビング、ダイ

ニング、キッチンが一体となって広々としているけれ

ど、リビングからウッドデッキへとつながるつくりも

開放感があるよね。

奥さま　開放感はあるのに、パーティションで囲まれ

ているから、外の目が気になりません。友だちを招い

て焼肉をしたことも。でも、このあたりは家が密集

しているので、煙が近所迷惑になりそうで…。それ以

来、焼肉は控えているよね。夏、ピクニックのように

ごはんを食べることはありますね。

ご主人　便利なのは、パーティションの内側につくっ

てもらった物置き。リビングから行きやすくて便利

なうえに、家の見た目を損ねなくていいですよ。

奥さま　白い壁のシンプルな家がほしかったので、

すっきりした外観も家の中も気に入っています。

TODAY’S FAMI LY

空間を贅沢に使って、

開放感を生み出した。

リビングの外には

目隠しウッドデッキ。

Iさま夫妻はもうすぐ結婚5周年。職場で出会って結婚、いまも同じ
職場でともに働く仲良しカップルです。ずっと飼いたかったフレンチ
ブルドッグのレオンちゃんとの暮らしは1年半になりました。二人は、
聞き分けがよくて甘え上手なレオンちゃんにメロメロ。「毛が抜けて
大変」とぼやきながらも、毎日笑顔が絶えません。新年から春先は来客
の増えるシーズン。二人と一匹は、腕によりをかけた料理と朗らかな
笑顔で、今日もお客さまをもてなしています。

あるときはサイドテーブル、あるときは椅子。

スツール活用術

　家に人をお招きするときに意外と悩むのが、座るモノ。リビングや

ダイニングを広くつくったとしても、ソファーや椅子は家族の人数

＋αくらいです。α以上の来客があったら？絨毯や畳なら、そのまま

座ってもいいですね。でも、フローリングはさすがにツライ。

　そんなときに役に立つのがスツールです。腰かけるためのモノ

だから、本来の役目を果たしてもらうだけなのですけれど…。むしろ、

ふだんの活用法がポイント。私はサイドテーブルとして使ってい

ます。鉢植えや花瓶を置いたり、額装した写真を飾ってみたり。お客

さまが来たときは、必要な分だけスツールに戻すのです。オットマン

（足乗せ用ソファー）も同じように使えます。本来の用途にとらわ

れず、自分なりに使いこなしてみてくださいね。

CHAIR

　私の仕事は現場の管理。部材の発注
から職人さんたちが働きやすい環境
づくりまで、さまざまな調整をして
います。冬はツライ…。雪のせいで
工事の進捗が鈍るし、何より寒い。
ボイラーをたく前の高気密住宅は、
冷気がこもって外よりも寒いのです。
黙々と任務を全うする職人さんたち
に頭が下がります。いま、最後の仕上
げに入った家が5軒ほど。施主さまの
期待と笑顔が励みです。

LETTER FROM

ビ ア ス の 現 場 か ら

2 0 17年5月入社。インテリアオタクへの道を
着々と歩む日々を送る。パンはつくるのも食べ
るのも好き。

木村 唯H O M E  C O R D I N A TOR

耳 よ り ア ド バ イ ス

# 1 STOOL

SIDE TABLE

ビルドスタッフ主任　境 真理恵

HOME SWEET HOME  - owners now -    /    (  Vol.13 )



　OZ IO（オジオ）の鞄は美しい。端正ながら

遊びごころのあるチャーミングな動物の

イラスト、鮮やかな色みの革、主張はある

のに使い勝手のよさそうなフォルムに目を

奪われる。コンセプトは「持ち歩くアート」。

選び抜いた革を買いつけ、なめし、絵を刷り、

裁断して、縫製するという一連の工程はとて

も手がこんでいる。しかし、鞄のつくりは

意外にもシンプルなのだという。生地は革

だけ。キズがなくてハリのいい部分だけ

を使うため、牛一頭からたった一点しかつく

れない。同じ革はないから、常に一発勝負。

製作中は、経験を積んだ職人でさえ緊張

する。場所柄、観光客がたくさん訪れる。地元

客はリピーターが多い。「ほしいバッグが

見つからない」「いままで使っていたバッグ

がいいのに修理できないから」などと言って

駆け込み、オーダーメイドする。そして、

OZ IOの虜になるのだ。

　O Z IOの鞄は、つくりがシンプルだから、

仕立て直しができる。パーツをバラバラに

シンプルを極めた革の鞄

メ ン テ ナ ン ス して ずっ と 使う

して、形や色、サイズなどをガラリと変える

人もいるという。持ち主の成長やライフスタ

イルに合わせて変化してくれる鞄は、なか

なかない。永遠を誓い合える鞄なのである。

だからこそ、メンテナンスは欠かせない。

革の種類によって方法は少し異なるが、一日

の終わりにはお手入れしてねぎらいたい。

表革はやわらかい布で乾拭きする。スウェー

ドやベロアは、普段からブラッシングすると

汚れがつかない。それでも困ったときは、

迷わずOZ IOに駆け込むべし。全店でメンテ

ナンスをしてくれる。鞄を手に入れると、

長いつきあいになる店なのだ。

A:  元町エリアにあるOZIO本店。建物は築
80年以上といわれる。明治20（1887）年に
創業して、函館にパン文化を築いた「精養
軒」本店をリノベーションした　B: 本店は
内装もクラシカル。そこにほとんど1点もの
の製品が並び、さながらギャラリーである
C:  職人の技術が結晶した鞄。究極にシン
プルで、革なのに軽い 　D: OZIOの革製品
は、職人が一点ずつミシンで仕上げていく。
赤レンガ倉庫では作業風景が見られる 

い
つ
も

   

ち
ょ
っ
と

      

い
い
日
々
。

第
１
回

　
素
材
は
稲
穂
と
和
紙
だ
け
。凛
と
し
て

潔
い「
稲
穂
飾
り
」で
す
。「
稲
穂
と
金
柑

で
作
っ
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、こ
れ
だ

け
削
ぎ
落
と
し
た
も
の
は
は
じ
め
て
」と

村
上
さ
ん
。ご
友
人
の
提
案
か
ら
生
ま
れ

ま
し
た
。本
人
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え

て
、稲
穂
飾
り
は
好
評
を
博
し
ま
す
。

ず
っ
と
追
い
求
め
て
き
た
の
は
、身
近
な

植
物
を
使
っ
た
空
間
づ
く
り
。「
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
続
け
て
い
け
ば
い
い
と

背
中
を
押
さ
れ
た
気
が
し
ま
す
」。も
と

は
正
月
飾
り
で
す
が
、キ
ッ
チ
ン
に
飾
り

続
け
て
い
る
人
も
。

　

函
館
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
冬
が
や
っ
て
き

た
わ
ね
。心
は
あ
た
た
ま
る
け
ど
、体
は
冷

え
ち
ゃ
っ
て
ツ
ラ
イ
っ
た
ら
。だ
か
ら

「
チ
ャ
イ
テ
ィ
ー
」を
つ
く
っ
て
み
た
わ
よ
。

あ
っ
た
か
い
ミ
ル
ク
に
、フ
レ
ー
バ
ー
シ
ロ

ッ
プ
の
王
様 

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
シ
ロ
ッ
プ

を
注
い
だ
ら
完
成
。配
合
は
企
業
秘
密

よ
〜
。ス
パ
イ
ス
が
効
い
た
本
格
派
の

一
杯
を
味
わ
い
に
い
ら
し
て
ね
♡
ち
ょ
っ
と

「
ま
だ
む
宇
宙
人
説
」を
聞
い
て
く
だ

さ
る
？
寝
言
が
気
に
な
っ
て
録
音
し
て

み
た
ら
、ま
あ
、知
ら
な
い
言
語
を
ペ
ラ

ペ
ラ
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
わ
。宇
宙
と
交
信

し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。母
星
の

商
品
で
は
な
い
け
れ
ど
、い
ま「
一
輪
挿
し
」

が
た
く
さ
ん
入
荷
し
て
い
る
わ
。こ
の
時
期

は
来
客
が
増
え
る
で
し
ょ
。玄
関
や
洗
面

所
に
飾
る
と
華
や
ぎ
を
も
た
ら
し
て
く
れ

て
、重
宝
す
る
わ
よ
。

村上 仁美 〈 Hitomi Murakami 〉 / 花人

四季の花を器にいける「なげいれ」を学ぶ。みぢかな草花を使いながら、店舗を持た
ない花屋として活動している。一級建築士であり、量り売りの店を営む「トロッコ」
との協働で、2017年から稲穂飾りを展開している。  　　hanahito.hi@gmil.com

稲
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ち ょ っ と よ く す る 人

まだ む・マカロンの

今シーズンのおすすめ

Ç
a
v
a
?
 
お
元
気
？
　

SHOP INFO
OZIO本店
★オーダーメイドの納品は注文から約2カ月　★赤レンガ倉庫、シエスタハコダテにも直営店あり

函館市元町29-14 ［市電「十字街」停より徒歩3分］ 0138-23-1773 11時から19時 無休

一輪挿し [ 9 7 2円 ]

チャイティー [ 5 0 0円 ]

SHOP INFO

家具・照明・雑貨とカフェ＜アンティキテ＞

函館市柏木町1-12 ［市電「柏木町」停より徒歩5分］ 0138-35-7272

11時から19時 火曜・水曜
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お問い合わせ
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ドリンク

S
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O
P O Z I O

動物をあしらった革製品の店

アンティキテへいらっしゃい
please come visit . . .

KOTONOHAVOLUME 13

函 館の 街 でちょっと寄りみち。
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